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新潟市における基礎断熱施工住宅の冬季および梅雨期の温熱環境について

　　　　　　　　　　　　　　　　新潟大教育　　○五十嵐由利子

目的　コンクリート布基礎に換気孔を設けない基礎断熱施工した住宅の床下の温熱環境は、

冬季において床下空間に低温な外気の侵入がないため、室内の床表面温度の低下が抑制され
ることから寒冷地で注目されている。一方、夏季においても防暑の点から関心が持たれてい

る。このような状況から昨年度大会において、新潟市での夏季の温熱環境の実態測定を行い、
その結果を報告した。本研究では冬季と梅雨期における基礎断熱施工住宅の温熱環境の特徴
を捉えるため実態測定を行い検討を加えた。
方法　対象住宅は1993年夏季と同一の住宅で、新潟市に1993年2月に完成した基礎断熱施
工住宅である。1994年1～2月、6~7月に床下および室内の温熱環境の実測を行った。なお、

冬季は床下コンクリートの上に床暖房用の温水パイプが敷設してあり、吹き出し口から床下
の暖かい空気が各室に流入するようになっている。

結果　　1）冬季の温度についてみると、夜間は暖房が行われていないものの、床下空気温
は24°C前後で、変動は非常に小さかった。床下の影響を受け、１階居室のフローリング床
表面温度は室温より3 'C前後高い値であった。そのためグローブ温度は室温より常に高い値
を示した。また吹き出し口の温度は場所により異なっていたが、最も高いところでは23°C
前後であった。2）冬季、床下の絶対湿度と相対湿度は床暖房の影響を受け、それぞれ5. 1
~6. 6g/ni'、23～31％と低湿な環境となっていた。　　3)梅雨期の床下の温度、絶対湿度、
相対湿度とも変動は小さ＜、外気の日平均の温度が21. 9～25. O'C、絶対湿度が20～22. 5
g/m*、相対湿度がioo％近い値であったのに対し、床下空気のそれぞれの値は22. 2～23. 2

℃ヽ14. 5～16. Ig/m'、74～78％であった９

2Wa－3 農業地域に生活する高齢者の住宅熱m境について

　　　　　　　　　　郡山女子大学　　○佐藤　篤史　　　日本大理工　吉田　燦

　【目的l東北地方においては、高齢者が寝たきりとなる原因として依然として脳血管障害
が多く、その原因の一つとして室内の熱環境が関係してくる。室内熱環境を形成する要因

には冷暖房設備や住宅構造の他に居住者の生活習慣も関係していると考えられる。郡山市

内で農業地域と住宅地域において高齢者の生活する住宅の熱環境調査および生活環境の調

査をおこない、それぞれの特徴について検討を行った。

　【方法]1992年１月から３月にかけて高齢者の生活する木造住宅9件について調査をおこ

なった。内訳は農業地域の続き間住宅3件。同地域の中廊下型住宅3件および住宅地域の
中廊下型住宅３件である。調査項目は住宅内外温湿度測定(24時間、２分間隔）、使用暖

房器具、生活環境の聞取り、及び１日の生活行動の記録である。

　【結果】暖房器具の使用状況は、９件とも居間のみの一室暖房であり、こたつと石油スト

ーブを使用していた。各住宅ごとに特徴をみると、続き間住宅は居間の温度が15°C以下と

低くなっており、非暖房室は外気温との相関が高くなっていた。農業地域の中廊下型住宅
は以前の続き蘭を建替えて生活しており、若い世代と同居の場合、居間の暖房器具は家族

の集る時間帯にのみ使用されており。高齢者のみの時間帯は低くなっていた。住宅地域に

おいては暖房時間も比較的長く、室温も20°C前後となっていた。農家においては、続き間
庄宗居間場合の気積が大きいことや、すきま風が多く暖房効率が良くないこともあるが、

堆替えた場合でも、室温はあまりあがらない。職住が分離していないため。外と居間との

出入りが多いことと、節約意識が原因であると考えられる。
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